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１　はじめに

　シェアリングエコノミーとは，インターネット上の
プラットフォームを介して個人・組織・団体等が保有
する何らかの有形・無形の資源（モノ，場所，技能，
資金など）を貸し出し，利用者と共有（シェア）する
新たな経済の動きのことである。一般社団法人シェア
リングエコノミー協会によると，シェアリングエコノ
ミーは空間，移動，モノ，スキル，お金の五つに分類
される。代表的なシェアリングエコノミーのサービス
は，自分の空き部屋を観光客に貸し出す民泊である

「Airbnb」，依頼されたお店から目的地まで自転車で
料理を届ける「Uber Eats」などがあげられる。
　シェアリングエコノミーにおけるプラットフォーム
を基盤とした新しい雇用形態は，労働者が自分の都合
に合わせて働けるため柔軟性があり，労働者の収入を
増やし，労働力不足の問題を緩和する効果も期待でき
る。しかし課題と可能性はまだ見通せない。
　本論文は，シェアリングエコノミーにおける柔軟な
雇用形態はジェンダー平等にどのように影響するかを
出発点に，シェアリングエコノミーにおけるジェン
ダー問題と従来の雇用におけるジェンダー問題との共
通点と相違点を検討するものである。そして，中国の
既存の法律は柔軟な雇用形態でのジェンダー問題に機
能しているかを考察し，シェアリングエコノミーにお
けるジェンダー平等を促進するためにどのように対応
すべきかを論じている。具体的には，海外の例を引き
ながら中国の現状と法的課題を検討している。本論文
はシェアリングエコノミーにおける柔軟な雇用形態が
既存のジェンダー差別を一層深刻にする可能性がある
ことに着目している点で興味深い。

２�　シェアリングエコノミーにおけるジェ
ンダー平等と不平等

　シェアリングエコノミーは，インターネットのプ
ラットフォームを介することで労働者の性別が不明と
なる匿名性と時間の柔軟性がある。そのため，多くの
女性が雇用にアクセスできるようになり，労働市場で
の男女平等を促進すると考えられている。しかし実際
には，ジェンダーエンパワーメントの効果は限定的で
あることが分かっている。シェアリングエコノミーに
おける柔軟な雇用は，従来の労働市場の男女差別を温
存するだけでなく，アルゴリズムによるプロファイリ
ングを用いることで，男女の不平等を見えにくいもの
にしており，検証されにくくしているのである。
　共有プラットフォームでは，雇い主がオンライン
ジョブを依頼すると，アルゴリズムによって採用候補
者がマッチングされ，労働者は条件を受け入れて契約
にサインする。仕事が完了すると，雇い主はプラット
フォームのエスクロー口座を通じて仕事の代金を支払
い，仕事への評価をプラットフォームにフィードバッ
クする。報酬額の大部分は労働者に支払われ，一部が
プラットフォームにサービス料として支払われる。
　マッチングプロセスでは，アルゴリズムによるプロ
ファイリングが重要な役割を果たす。2018 年のネッ
ト配車アプリに関する調査（Cook at al. 2018）によ
ると，男性と女性のドライバーの賃金格差は 7％ある
が，その背景にはプラットフォームのアルゴリズム
が，すぐに仕事に就けるドライバーを選好することが
あげられる。男性ドライバーは女性ドライバーに比
べ，家庭や育児の事情で一日のうちに仕事を中断する
可能性が低く，1 週間の運転時間が長い。また，深夜
や早朝などの時間帯に働くと，通常の労働時間より高
い報酬が得られるため，男性ドライバーは，拘束時間
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が長い代わりに給料が高くなっている。さらに運行数
が多く，評価がついているドライバーはアルゴリズム
で選好される。そのため，2500 回の運行をこなした
オンラインドライバーは，100 回未満のドライバーよ
りも時間当たり 14％多く稼いでいる。
　表面的には，男女ともに自由にオンラインで仕事に
参加でき，出来高制で公平に報酬が支払われる。しか
し，女性労働者にとって参入条件は不利なもので，収
入も一般的に男性より低い。プラットフォームは性別
要素での選別はしていない。しかし，アルゴリズムを
通じて労働者の個人情報や過去の行動軌跡を分析する
ことで，通常の求人活動では開示しない性別情報を獲
得し，求人マッチングの基準として利用している。
いったん男性のほうが女性よりも優秀な労働者と評価
されると，アルゴリズムは女子高出身といった情報を
もとにマッチングプロセスで女性を排除するようにな
るのである。目に見えない性差別的なアルゴリズム
が，男性をより高収入の仕事に結びつけ，女性の応募
者を排除し，性別役割を強固にし，男女格差を助長し
ている。しかし，プログラミングの専門的な知識がな
い限り，発見することは極めて困難である。
　

３�　ジェンダー差別問題に対する法律上の
課題と改善策の検討

　プラットフォーム雇用における女性のエンパワーメ
ントは限定的で，むしろ隠れた差別が見られる。しか
し，既存の法律や規制には 3 つの課題がある。
　1 つ目はプラットフォームを介して柔軟に雇用され
る労働者の法的規定がなく，シェアリングエコノミー
で働く労働者は，労働者としての基本的な権利がまだ
ないことである。そのため，柔軟な雇用に伴うリスク
は個人に転嫁されている。賃金，労働時間，労働災害
からの保護などの社会的保護が必要になっている。
　2 つ目は間接的な男女差別に関する法的規制がない
ことである。シェアリングエコノミーにおける柔軟な
雇用でのジェンダー不平等は，雇用の結果という形で
現れることが多い。プラットフォームは「中立」であ
るとされているが，雇用における間接的な男女差別が
あるのである。しかし，中国には間接的な男女差別を
規制する法律がいまだ存在せず，シェアリングエコノ
ミーにおける柔軟な雇用での男女不平等を防ぐための
課題になっている。

　3 つ目は，プラットフォームの責任が不明瞭なこと
である。男女差別を規制する際の根本的な問題は，

「誰が差別をするのか？」「シェアリングエコノミーで
の労働者の柔軟な雇用におけるジェンダー不平等は，
誰が責任を負うべきなのか？」ということである。し
かし，プラットフォームは「技術的中立性」を盾に，
自らに責任はないと主張することで，差別防止や平等
推進などの法的責任を回避する可能性がある。

４　おわりに

　シェアリングエコノミーにおける男女平等を推進す
るためには，まずジェンダー間のデジタルデバイドを
解消することが必要である。技術への「アクセス」の
格差を改善することで，女性労働者はプラットフォー
ムが提供する経済的機会を平等に獲得できる。次に，
プラットフォームの役割と位置づけを検討し，プラッ
トフォームに男女平等を推進する義務を負わせ，その
仕組みとアルゴリズムに男女平等の概念を埋め込むこ
とを求めるべきである。そして労働での男女平等を促
進するために，法律に間接差別の概念を導入し，性差
別の判断の重要な要素として「差別的効果（disparate 
impact）」を用いることによって職場における性差別
の判断基準を拡大する必要がある。同時に，プラット
フォームで性別を理由に差別された個人が適切な救済
を受けられるよう，第三者によるアルゴリズム監査と
公益訴訟制度の整備が必要である。
　以上が張凌寒によるシェアリングエコノミーにおけ
るジェンダー問題と法律の対応の分析である。本論文
ではシェアリングエコノミーにおける柔軟な雇用がも
たらす労使関係の変化は扱われていないが，シェアリ
ングエコノミーの発展が既存の男女差別を助長してい
ることを指摘しており，労働の男女平等を考える上で
の重要な視点を提示していると評価される。
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